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第４回 国際センター駅北地区複合施設基本構想に関する懇話会 議事録 

 

                   日時：令和５年３月20日（月） 13:30～16:02 

                   場所：仙台市役所２階 第１委員会室 

 

○司会  

ただいまから第４回国際センター駅北地区複合施設基本構想に関する懇話会を開催い

たします。 

  私は、本日の進行を務めます文化観光局文化振興課の中井と申します。よろしくお願

いいたします。 

  初めに、資料の確認でございます。 

  本日の資料は、座席表、本日の次第、資料１から５及び参考資料１となっております。

資料の不足がございましたら、お申しつけください。 

  本日、川内委員につきましては、オンラインでの参加となっております。 

  また、港委員、渡邊委員から欠席のご連絡をいただいております。 

  会の成立についてご報告いたします。本日は、８名の委員にご出席いただいておりま

すことから、要綱第４条第２項に規定する定足数を満たしていることをご報告申し上げ

ます。 

  次に、本懇話会の運営について確認をさせていただきます。 

  本日の議事録についてですが、事務局が作成した議事録の案について、本江委員、本

杉委員のお二人にご確認、ご署名をいただきたいと存じますが、両委員、よろしいでし

ょうか。 

（「はい」の声あり） 

 

○司会  

それでは、よろしくお願いいたします。 

 その他運営に関することで、皆様から何かご意見はございますでしょうか。 

 

(発言の声なし） 

 

○司会  

それでは、ただいまより本日の意見交換に入ります。 

 これからの進行については、市長にお願いいたします。 

 

○郡市長 

 皆様、どうもありがとうございます。お集まりいただきまして感謝申し上げます。 

 それでは、本日の議事について、次第にのっとって進めてまいります。「複合施設の

基本理念、目指す施設の施設像等について」「施設の概要について」「整備の考え方等

について」の３点についてご議論いただくこととしております。 

 初めに、前回懇話会の振り返りをさせていただきたいと思います。 
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 前回の懇話会では、音楽ホール・中心部震災メモリアル拠点の機能や設備に関しまし

て、委員の皆様方から数多くのご意見を頂戴いたしました。当日の主なご意見につきま

しては、配付の資料１にまとめておりますので、ご高覧のほどよろしくお願い申し上げ

ます。 

  また、前回、遠藤委員、本江委員から、ハード面の検討に先立ち、複合施設としてな

すべき事業などについて、懇話会とは別にフラットな意見交換を行う場を持つべきでは

ないかとのご提案をいただいたところでございまして、その意見交換につきましては２

月14日に開催をし、中心部震災メモリアル拠点の機能面の向上を中心に、有意義な意

見交換が行われたと報告を受けております。委員の皆様からいただきました様々なご意

見につきましても、基本構想策定に当たっての参考にしてまいりたいと存じます。 

  続きまして、前回の懇話会からこれまでの間、本市において実施いたしました市民意

見の聞き取り、それから関係者へのヒアリング、また、音楽ホール関連シンポジウムの

開催結果及び仙台・青葉山エリア文化観光交流ビジョンの最終案について、担当局から

説明をさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

 

○事務局（佐々木文化企画推進担当課長） 

 それでは、資料２－１をご覧ください。 

 こちらの資料は、市のホームページ上で募集をしております市民の皆様からいただい

たご意見、それから在仙のマスコミの方々にヒアリングを行った際にいただいたご意見、

また、資料の裏面になりますが、障害者の文化芸術活動を支援されている団体の方から

いただいたご意見を載せております。いただいたご意見はご覧のとおりでございますの

で、詳細な説明は省略をさせていただきます。 

 次に、資料２－２をご覧ください。 

 こちらは、２月４日に開催をいたしました音楽ホール関連シンポジウムの概要を載せ

ております。本杉委員をはじめ３人の異なる立場の方々から音楽ホールに関して大変貴

重なお話を頂戴したところでございまして、その概要や来場者アンケートの内容を載せ

ております。こちらも詳細な説明は省略いたしますので、後ほどご覧をいただければと

存じます。 

 

○事務局（市川交流企画課長） 

 続きまして、資料の２－３をご覧ください。 

 仙台・青葉山エリア文化観光交流ビジョンの最終案でございます。 

 委員の皆様には、前回１月29日の懇話会にて本ビジョンの中間案をお示しさせてい

ただいておりました。この間、１月から２月にかけましてパブリックコメントを行いま

して、いただいたご意見も踏まえた概要版が今お手元にある資料でございます。 

 なお、中間案から大きな変更はございませんでした。 

 本資料に基づき、先週の金曜日に、最終回となります青葉山エリア文化観光交流ビジ

ョンの懇話会を開催いたしましてご議論をいただいたところでございます。 

 その際の議論の中身といたしまして、パブリックコメントを経て、このエリアに対す

る市民の皆様の関心の高さがうかがえたということですとか、目指す将来像の中に自然
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を生かすという言葉を入れたほうがよいのではないかと。また、最終版には、懇話会委

員からのメッセージとして、参考資料のような形で別紙を１枚作ってもよいのではない

かなどのご意見をいただいたところでございます。これらの意見を踏まえまして、今後、

必要に応じた修正を加え、今月中にビジョンとして策定することとしております。 

 なお、策定いたしました最終版につきましては、委員の皆様にご提供させていただき

たいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

 

○郡市長 

 ただいま、市民意見の聞き取り、それから関係者へのヒアリングの状況、また、ビジ

ョンについての説明をさせていただいたところです。 

  この件につきまして、皆様方から何かご意見やご質問があれば、ここでいただこうと

思いますが、いかがでしょうか。 

 

（発言の声なし） 

 

○郡市長 

 よろしいですか。それでは、意見交換に入らせていただきます。 

 初めに、複合施設の基本理念、目指す施設像等についてでございます。 

 担当から資料の説明をさせます。よろしくお願いします。 

 

○事務局（田中震災メモリアル事業担当課長） 

 それでは、複合施設の基本理念、目指す施設像等についてご説明いたします。 

 資料３－１をご覧ください。 

１．複合施設の基本理念です。基本理念の案として、「人・文化・まちを育む創造の

広場～人と人、過去と未来、仙台と世界を文化でつなぐ～」を掲げております。人が育

つことで文化が育ち、まち全体が育つという営みの拠点となること、全ての人に開かれ、

創造的取組の輪が広がる広場を目指すことを表現しております。副題につきましては、

文化が人と人を巡り合わせること、3.11に起点を持つこの施設が、先人たちの営みの

過去にまなざしを向けつつ、よりよい未来づくりに生かしていくこと、仙台ならではの

文化を世界に発信していくこと、これらをかなえる施設となるという思いを表しており

ます。 

  ２ページ目の概念図につきましては説明を割愛いたします。 

  ３ページ目をご覧ください。目指す施設像の具体化に向けた考え方についてです。 

  施設像①に関しましては、多様な人々の交流とにぎわいを生み出しつつ、文化芸術、

災害文化を結びつけるような担い手づくりに取り組んでまいります。 

  施設像②では、文化芸術の手法を取り入れながら、3.11に思いをいたす取組やアウ

トリーチ活動等の取組を検討してまいります。 

  次に、４ページ目でございます。 

  施設像③については、各施設・機関との連携を図ること、回遊性の向上、交流人口の
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拡大、シビックプライドの醸成につながる取組を進めてまいります。 

  次に、５ページ目でございます。 

  これら３つの施設像を相互に連関させ、交流から生まれた魅力的な創造の発信、こち

らがさらなる交流と創造を促すという好循環により基本理念を具現化させていくという

考え方をお示ししています。 

  なお、５ページ目の一番下、これまでの懇話会でもご意見を頂戴しておりました施設

名称につきましては、本基本構想での理念等を踏まえ、今後検討を進めてまいります。 

  次に、６ページ目でございます。 

  ４．連携・協働事業の推進です。両拠点の特性を融合させた本施設ならではの連携・

協働事業を実施してまいります。下記の事業例は、前回の懇話会資料でお示しした各拠

点の事業の取組の具体例から例示としてピックアップをさせていただいたものでござい

ます。例えば、文化芸術、災害の記憶など、地域に根差した事柄をリサーチしていくこ

と、あとは、メモリアルコンサートの実施等により、3.11の経験と思いを未来に継承

し続けること等々をお示ししています。 

  なお、この四角囲みの一番下に記載したとおり、今後、さらなる事業展開のアイデア

が生まれるような推進体制の構築を図ってまいります。 

  次に、７ページ目でございます。 

  ５．開館までの事業のあり方でございます。ハードの完成を待つことなく、多くの方

に本施設への関心を持っていただくとともに、各主体、各機関との関係性の構築等を図

るよう、多様な主体と協働した事業を展開してまいります。特に、記憶の風化が進むメ

モリアル拠点の事業は、先行事業の積極的な実施を図ってまいります。 

  次ページ、８ページから10ページ目まででございますけれども、こちらの参考資料

については説明を割愛させていただきます。 

 

○事務局（佐々木文化企画推進担当課長） 

 続きまして、資料３－２をご覧ください。 

  こちらの資料は、前回の懇話会で既存施設との役割分担について分かる資料が欲しい

とのご意見を頂戴いたしましてご用意をしたものでございます。 

  音楽ホールにつきましては、令和２年度にホール体系の整理を行っておりまして、新

しい音楽ホールにつきましては、青年文化センターと並び、創造発信拠点と位置づけて

おりまして、市民の皆様に最も身近な各区の文化センターや、新県民会館などの広域集

客拠点とは異なる位置づけの施設であると整理をしているところでございます。 

 

○事務局（田中震災メモリアル事業担当課長） 

 次に、裏面の（２）メモリアル拠点についてです。 

  平成26年の仙台市震災復興メモリアル等検討委員会報告書においても、中心部・沿

岸部両拠点の事業展開について触れておりますが、改めて以下のとおり整理をしており

ます。 

  まず、○の２つ目でございますけれども、メモリアル交流館につきましては、沿岸部

に軸足を置いた被災状況や海辺の暮らしや文化を伝える場として、○の３つ目、荒浜小
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学校と荒浜地区住宅基礎につきましては、津波の脅威・教訓を伝える場としての役割を

果たしております。 

  これに対し、中心部拠点では、内陸部も含んだ市域全体の震災の記憶を呼び起こしつ

つ、災害文化の創造と継承、国内外への発信を行う未来志向の役割を担ってまいります。 

  また、中心部拠点は、対話と交流から未来の災害に備える災害文化の醸成を牽引する

交流創造タイプ、こちらに軸足の重きを置き、その差別化を図ってまいります。 

 資料３－１、３－２の説明は以上でございます。 

 

○郡市長 

 ただいま、複合施設の基本理念、それから目指す施設像についてご説明を申し上げま

した。 

  では、ここから委員の皆様方にご意見を頂戴してまいりたいと存じます。今日は、発

言順の指定は設けませんで、ご意見があるという方、ご発言されたいという方、挙手い

ただきまして、こちらから指名をさせていただきたいと思います。よろしいでしょうか。 

  では、本江委員、お願いいたします。 

 

○本江委員 

 資料をおまとめいただきましてありがとうございます。 

  特に一番最初の基本理念の箱書きの中のところですが、「人・文化・まちを育む創造

の広場」ということなんですが、一言で感想を申し上げると、やっぱりちょっと軽いと

思います。間違っていないけれども、人・文化・まちを育むのはそのとおりだと思うん

ですが、やっぱりここはそもそも東日本大震災の経験を踏まえて造ることになった場所

であるし、たくさんの命を失って、住む場所を失った人もおり、しかるべき備えがあれ

ば被害はもっと小さくできたのではないかという反省に立って造る。だから、未来の人

たちのためにこの経験を伝承するんだという、言葉は難しいですけれども、重みという

か、たくさんの命を引き受けてこれをやるんだという覚悟があると思うんですね。 

  それがこの「人・文化・まちを育む」となると、ポジティブでいいんですけれども、

ポケットパークのキャッチコピーみたいにも聞こえるし、それよりは、もっと大きな文

明的な経験をして、それを踏まえてやる都市全体の覚悟を示す言葉としては、もう少し

重厚なものというか、何か必要かなという感じがします。こうすればいいじゃないです

かというのをすぐ言えないのは申し訳ないんですけれども、私が知る多くのメモリアル

活動に取り組んでいらっしゃる方の思いからすると、ちょっとさらっとした言葉遣いだ

なという感じがするのではないかと思います。 

  今までのこの懇話会では、東日本大震災のこともそうだが、これをさらに普遍的なも

のとして、未来の人たちも包摂して、海外の人たちも包摂していくような、より大きな

概念が必要で、それを例えば災害文化と呼ぶのだというふうに申し上げてきたこともあ

りますから、今になって急に3.11のことをちゃんと刻印しろと言うのは少し矛盾する

ように聞こえるかもしれないけれども、でも、やっぱりそのバランスとして、そこにあ

る3.11のことをどう引き受けていくのかという、ある重さを持った理念がうたわれる

必要があるのではないかというのが率直な感想です。 
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  副題のほうで、ここで関わることを織り込むのはいいと思います。 

  あと、このキャッチコピーだけだと、3.11のこともぱっと入ってこないし、音楽の

場所だということも言葉の中にあまりぴんとくるものがない、ちょっとジェネラルな言

葉ばかりなのでね。命に関わる場所であり、音楽のための場所であるということがうま

く入っている必要はあるだろうなと思います。「創造の広場」というふうに終わるのは

いいと思うんですけれどもね。そのような印象を持ちました。 

  ほかにもいろいろありますけれども、まずこの一番大事なところだと思うので、そこ

で感じたところで申し上げました。 

 

○郡市長 

 ありがとうございます。 

  今、本江委員、これまでも中心部メモリアル施設の議論を中心的に担ってきた委員で

あるからこそ、この基本理念のキャッチコピーがやはり軽いのではないかというご指摘

でございました。命という言葉、それから音楽という言葉もなくて、少し重さというこ

とについて考えるべきではないかというご指摘だったわけです。 

  ほかの委員の皆様方、今のご指摘についてはどのような感想をお持ちになっていらっ

しゃるか、あるいはまた、それぞれがどのように今回お話をさせていただいた基本理念、

目指す施設像についてどのように思われたのか。今、基本理念について本江委員からお

話がありましたので、この基本理念についてほかにご意見がある方、いただけたらと思

いますけれども、いかがでしょうか。 

  それでは、本杉委員にお願いいたします。 

 

○本杉委員 

 本江委員とはちょっと違う意見なんですけれども、僕はとてもいいんじゃないかなと

思っています。今まで話してきたキーワードが一通り入っていて、 この短い言葉で何

か全体を表現するというのは本当に多分難しいことだと思うんですね。 災害メモリア

ルのほうも音楽ホールのほうも、それぞれこの人とか文化とかまちというものに非常に

関わる内容なので多分これを入れて、それぞれの施設が、それぞれの活動が創造的であ

るということを多分念頭に入れてこの言葉になっているんじゃないかなと思うんです。 

  だから、なかなか、じゃ何と言われても私も困っちゃうくらいで、確かに軽いと言わ

れれば軽いのかもしれないけれども、ある意味で明るく未来を志向するという点では、

こういう表現、もっといい表現あればまた改善していっていただいたほうがいいと思う

んですが、今考えられる段階ではいいのかなというふうには思います。 

  まず、ここのページだけですかね、最初。そんなところです。 

 

○郡市長 ありがとうございます。 

  本杉委員からは、これでいいのではないかというお話でした。 

  音楽ということも文字としては入っていないわけですけれども、文化という中にこれ

は包含されるというふうな意味合いで、いいのではないかというようなお話でございま

した。 
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  それぞれ、本杉委員は音楽ホールの専門家でいらっしゃいます。メモリアルのほうか

らは、どうかというようなご意見だったかと思うんですけれども。 

 

○本江委員 

 いや、そこで対立があるわけではないので。 

 

○郡市長 

 対立があるわけではないと、今、本江委員からもお話がありましたけれども。 

 川内先生、いかがでしょうか。 

 

○川内委員 

 私は、今の本江先生のお話に共感するというか、同じようなことを考えまして、やっ

ぱりこの施設が、いろいろな理由があるにせよ、この２つの施設が複合施設としてでき

るそのきっかけとしては、やっぱり3.11の経験ということを踏まえる必要がある。そ

ういう意味では、もう少し何かできないかなと思っていたところなんですけれども。そ

こを踏まえて、資料３－１の２ページで、この基本理念がどこに位置づくかという形で

図示をしていただいていて、目指す施設像があり、その上にこの基本理念が立っている

という、そういう形になっていると思うんですけれども、そうしますと、目指す施設等

が①②③とありまして、そのうち、①が新しい価値を創造する場、②が仙台のオリジナ

ルを発信すると。それ自体はそのとおりであると思いますし、異論があるところではな

いんですけれども、どんな新しい価値をつくるのか、新しい価値というのがこの仙台オ

リジナルということだと思うんですけれども、どんな仙台オリジナルを発信するかとい

うことが目指されるべきであると。 

  となったときに、今、市長のご発言、音楽も入っていない、命も入っていないとおっ

しゃっていましたけれども、まさにその通りで、この理念がもう少しやっぱり具体的で

あるべきかなと。本杉先生おっしゃるとおり、なかなか難しいとは思うんですけれども、

これだとやっぱり一般論過ぎるなと。この複合施設じゃなくても何か当てはまりそうな、

そういう理念になってしまっていて、もう少し具体的に、何を創造する、何を発信する、

そこが透けて見えるような言葉が並ばないかなと。となったときに、やっぱりもう少し

音楽に関わることであったり、震災・3.11に関わる言葉がこの基本理念の中に含まれ

るほうが望ましいかなというふうな印象を持ちました。 

 

○郡市長 

 ありがとうございます。 

  川内委員からも、もう少し再考するほうがよいのではないかということでございまし

た。 

  この理念だけでもいろいろなお考えがあるなというふうに思いました。梶委員、お願

いします。 

 

○梶委員 
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 私は、理念と、基本理念なので結構シンプルなもののほうがいいんじゃないかと思っ

ていて、結構今までの議論が端的に表現されているんじゃないかなというふうに 私は

感じました。なので、音楽ホールですけれども、音楽にもしかしたら特化しなくて、も

っとコラボレーションとか、いろいろな可能性もあると思いますので、理念のところで

結構具体的なことをうたってしまうと、そこに縛られてしまうんじゃないかと思うから、

もうちょっとそれぞれの施設が目指すところの根幹というか、そういうところを表現す

るだけでいいんじゃないかなというふうに感じています。 

  私がどちらかというと気になっているのは、この副題のところの「人と人、過去と未

来、仙台と世界を文化でつなぐ」というところ、とてもいいと思うんですけれども、今

までの議論の中で、世界とつながる何かというのをあまり議論してきていないなという

ふうに思ったので、今後の議論の中でこういうところをもうちょっと深めていくと、こ

れが実になるというか、具体的につながるものになっていくんじゃないかなというふう

に感じました。以上です。 

 

○郡市長 

 ありがとうございます。 

  梶委員からのご指摘でした。 

  垣内委員からも手が挙がっていましたので、お願いをいたします。 

 

○垣内委員 

 私も、基本理念ですので、あまり詳細に定義づけてしまうと、それ以外のものがちょ

っと除かれてしまうというふうに考えられてしまうんじゃないかという懸念があります

ので、できるだけ広くインクルーシブな言葉を使われるのがいいんじゃないかと思うの

で、この基本理念、どこの施設でも同じようなこと言っているじゃないかという話です

が、そこは実装した、実際の実践で差別化するということも十分可能かと思います。 

  ちょっと気になるのは「文化」です。これ文化という言葉を使っているところもあり

ますけれども、同じページにも文化芸術活動とか、それからほかのページだと、音楽ホ

ールとか、それから実演芸術とか、いろいろな言葉が出てくるんですね。私自身は「文

化」でいいと思っています。それはほかのものを排除しないという意味で、一番広く包

括的な概念なのでいいんじゃないかと思うんですけれども、その後のところが音楽だっ

たり実演芸術であったり、つまり音楽の中に実演でない部分もあるので、そうやってど

んどん細分化していく部分がちょっとほの見えているので、このあたりのワーディング

の整理はしたほうがいいんじゃないかなと。 

  多分、このホールできたら、クラシック音楽が中心になるだろうということは想定さ

れますけれども、何たって世界に冠たる仙台フィルがあるところですから、ただ、ほか

の様々な分野の、ジャンルの、今、インターディシプリナリーな活動もたくさんありま

す。そういったものも排除しないという姿勢を見せるという意味で、文化という言葉の

ほうがいいかなと。ちょっとワーディングの整理が必要かなというふうには思っており

ます。 

  未来志向というのはすごく大事なことじゃないかと思うんですね。3.11を経験した
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からこそ、メメント・モリというんですかね、そういう重たい何か経験に裏打ちされた

未来志向という意味で、ほかの未来志向と一般的には言われているものとは違うという

ことがこの後を読めば分かると思うので、私はこの基本理念の四角囲みのところはとて

もいいんじゃないかというふうに思いました。 

 

○郡市長 

 垣内委員、ありがとうございます。 

 実演芸術というのは、音楽ということにこだわらず、ほかのことも含めてというふう

な思いもあり入れたワードです。それと、世界に向けたところですけれども、これは音

楽でも世界に向けたコンクールもやっておりますし、また、災害文化をやはり世界に発

信していく責務があるというふうな思いで、この世界という言葉を使っているというこ

とであります。 

 今の基本理念というところは、目指す根幹なので、詳しくいろいろ書き込まなくても、

まずはいいのではないかというような趣旨のご発言もありました。 

 では、本江委員お願いいたします。 

 

○本江委員 

 僕も、これ以上長く詳細に書き込めと言っているのでは全然なくて、このぐらいの文

字数で、１行で書かれるべきものであるということは全くそのとおりだと思います。た

だ、「人・文化・まちを育む」というのは、さっきも言ったけれども、全然間違ってい

ないし、方向はいいんだけれども、何かもうちょっと違う言葉遣いはないかと言ってい

て、詳しくしろと言っているわけではないです。 

 

○郡市長 

 分かりました。ありがとうございます。 

 では、遠藤委員、お願いします。 

 

○遠藤委員 

 この懇話会が始まってから、やっぱりこの複合施設が本当にみんなに愛されて、音楽

とか災害関係の方だけじゃないいろんな方が本当に集うために、どういうふうに表現し

たらいいんだろうというのはすごく悩んできていまして、その中で、音楽ホールもそう

だし、メモリアルもそうだし、両方に共通する大事なこととか価値って何だろうかなと

いうのを考えてきていて、その中で改めて認識したのが、先ほど本江先生もおっしゃっ

ていましたけれども、この文化も音楽もメモリアルも、本当に命とか生きるということ

の重要性とその創造を担う施設なんじゃないかなというのを私なりに再認識をしていま

した。 

  ふだん当たり前だけれども、実は当たり前でないのが、音楽もそうですよね、音楽が

あって当たり前だったということが災害時には失われたわけですから。そういった震災

文脈だけじゃなくて、例えば音楽とか芸術というものも、本当に命とか生きるというこ

とを愚直に率直に表現したり、表現せずにはいられないというような情熱もあったりと
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いうことにつながると思うので、何か私は、四角の中というよりは、改めてこの複合施

設の両方の土台につながるような、命とか生きるというような何かワードを本文とかに

少し入れてもらうと、ほかの文化施設とは違う雰囲気とか表現とか、そういったものも

出せるんじゃないかなと。音楽ホールにとってもメモリアルにとっても、両方とも大事

なものということで、ちょっとそういった言葉を改めて確認をしてみました。 

 

○郡市長 

 なるほど、ありがとうございます。 

  ここまで皆様方から基本理念についていろいろご意見いただいておりますけれども、

佐藤委員は何かご意見ございますでしょうか。 

 

○佐藤委員 

 私は、この基本理念、全く疑わずに、すてきだなと思ったほうであります。何か音楽

のほうの立場とメモリアルのほうの立場で見え方が違っているのかもしれないなという

気もして、私としては、これから新しいホール、それから複合施設で新しいことが展開

されていく、そういったことの期待感といいますかね、そういうものをずっと感じてお

りまして、そういった意味では、今のこの前向きな未来志向ということでしょうか、こ

ういう基本理念というのがとてもすてきだなというふうに私は思って聞いておりました。 

  以上です。 

 

○郡市長 

 ありがとうございます。 

  今野委員にもお願いいたします。 

 

○今野委員 

 私、最初ぱっと見たときは、非常にすっきり入ってきたんです。ただ、その後、複合

施設だ、音楽だ、震災だというふうに、何ていうんでしょうかね、ごた混ぜになってい

くと何となくすっきり読めなくなってきた。 

 なぜかとなると、まちを育むという考え方って、多分、結果の部分じゃないのかな。

それがサブタイトルのところで、仙台と世界をつなぐというふうなところで言い表すこ

ともできなくはないし、青葉山にあるまちづくりにつながるというのは否定するもので

はありません。ただ、あえてここのところで３つ同じ要素のものを並べると、何となく

違和感、私個人としては感じてしまうという程度です。 

  非常にこれぐらいの文面でまとめるというのは大変な作業だと思います。何ていうの

かな、本当に命だとか、そういう要素をうまく入れられればいいのかなという感じはし

ます。以上です。 

 

○郡市長 

 ありがとうございました。 

  全員の委員の皆様方にご意見を頂戴することができました。ありがとうございます。 
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  ここで基本理念のところは以上とさせていただいてもよろしいでしょうか。 

  目指す施設像について、それではもう少しちょっとご議論いただければ幸いに存じま

すけれども、いかがでしょう。基本理念については、少し持ち帰った上で、検討をさせ

ていただきたく存じます。 

  目指す施設像について、それでは、本杉先生、お願いします。 

 

○本杉委員 

 この目指す施設像の１、２、３で、３つぐらいにまとめるというのはとてもコンパク

トでいいと思うんです。 

  言葉尻になってしまうんですけれども、何か僕は、１番目が、文化を通して人が交流

して新しい価値を創造するというような言い方のほうがいいかなと思っています。２つ

目が、都市文化を磨き、仙台オリジナルの発信につなげる場というような言い方で、３

番目はこれでいいかなというふうに思うんですが、要するに、最初のキーワードがやっ

ぱり文化を通しての活動、２番目がその文化を通した都市をどうつくっていくかという

話、３番目がみんなの場所だという、そういうくくりはどうかなと思いました。 

 

○郡市長 

 ありがとうございます。 

  本杉委員から施設像についてご指摘をいただきました。 

  ほかの委員の皆様方からはいかがでしょうか。 

  では、本江委員、お願いします。 

 

○本江委員 

 基本的にはこの３つの構成はいいと思います。今、本杉先生が言われたような３つの

ポジショニングをもっと鮮明にするやり方でというのは同意できます。 

 さっきと似たことを言いますけれども、特に①のところで、多くの人が気軽に、自由

に訪れてというのはそのとおりなのだが、第１回の懇話会のときにも言ったけれども、

ここは、こういうカジュアルに毎日のように来たりできる場でもあるけれども、特別な

ときには背筋や居住まいを正して集まる場所でもあるということがあるので、いろいろ

なシチュエーションや機会があって、それぞれの機会に応じた場所であるということ、

いろんな機会が用意される、あるいは人々が集まることによってそういう状況が生まれ

るのだという、何かそうしたぴりっとしたところもちゃんと入れたい、そういう感じが

いたします。 

  こういう施設整備のときには、気軽に、自由に来られて、フラットでということが、

もちろんそうでなくてはいけないですけれども、ただそれだけの楽しいばかりの施設で

はないということがこの３つの文章で書いたときにも何か入っているといいかなという

感じがします。何かそういうトーンを整えるときに、ここが震災を契機として造られた

場所であるということがちゃんと織り込まれていることは必要かなとに思います。 
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○郡市長 

 ありがとうございます。 

  ほかの委員の皆様方はいかがでしょうか。 

  この３つ、まとめさせていただいたところですけれども、確かに、未来に、過去と未

来をつないでいくわけなんですけれども、未来に向けた方向性のほうが読み方によって

は重点的であるというふうに捉えられるかもしれないなというふうに、これは私個人の

感想でもあります。今お話を伺っての感想にもなりますけれども、ここはどうなのでし

ょうかね。 

  今、本江委員がお話しになられた震災を知るというところは、②のところにより多く

込めているところではあるのですけれども、①のところにもそのような何かしら必要で

はないかという、そういうご意見だったんでしょうかね。 

 

○本江委員 

 そうですね。 

 

○郡市長 

 どうでしょう、今、目指す施設像のところでご議論いただいていますが。 

  では、梶委員、お願いいたします。 

 

○梶委員 

 資料としてこの流れでずっと作っていくことを考えると、一番最初に基本理念があっ

て、それの目指す施設像があって、それがまた次の段階でもうちょっと具体になってく

るので、ここの段階でそんなに詳しく書かなくても、その次を読んでいくといろいろな

ことが分かってくるなというのが感じられますので、私はこのところでいいかなと。さ

らに本杉先生おっしゃったようなくくりにしていくとより分かりやすいんじゃないかな

というふうに思いました。 

 

○郡市長 

 ありがとうございます。 

  では、川内先生よろしくお願いいたします。 

 

○川内委員 

  今、市長がおっしゃった、震災のことを目指す施設像の②のところに比較的多く込め

ているというお話ですけれども、何かこの②を見ると、知る、現在と過去をつなぐとい

うところで、それが仙台を知る原動力になるという話で、知るということが現在と過去

をつなぐ手段というんですかね、そういう位置づけになっていると思うんですけれども、

僕の考えるところもそうですし、本江先生も多分そうだと思うんですけれども、いわゆ

る知るということ以上に、この施設が、ある種、未来に向かって創造していく、発信し

ていくという形でどんどん進むというイメージがあるんですけれども、一方で、立ち止

まる瞬間というんですかね、3.11なり、あと具体的な事業として過去の仙台の災害の
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アーカイブみたいなことも企画されているということを考えますと、そうした過去の仙

台で暮らした人々の生きてきた軌跡に思いを致すというか、思いをはせるというんです

かね、そういう立ち止まって考えるそういうニュアンス、単なる「知る」だけではなく

て、そういうニュアンスを何か込められないかなというふうに考えました。 

  大きな流れとしてはこの３点でいいと思うんですけれども、ちょっとそのあたり思っ

たということです。 

   

○郡市長 

 ありがとうございました。 

  委員の皆様方にいろいろご意見いただいて、大変ありがたく思うところです。様々い

ろんな想像がさらに膨らんでいくという、そんな気持ちで聞かせていただいているとこ

ろですけれども、この知るというワードについて川内委員からご指摘をいただいたとこ

ろでしたけれども、ほかにも何かご意見があれば。 

  確かに、これは、入り口のところ、基本理念があって、目指す施設像という入り口が

あって、そしてだんだん具体のところが展開をされていくという流れになっていくわけ

なのですが。 

  本杉先生、お願いします。 

 

○本杉委員 

 僕はこの「知る」というのはあまりいい印象を持ちません。何か、おまえたち知らな

いだろう、俺が教えてあげるぞみたいな感じに聞こえちゃって、だからあまりこれを積

極的に言わないほうがいいのかなと思います。むしろ、皆さん、経験している人も経験

していない人も、やっぱり直接的にそう言われると、あまりいい気持ちがしないという

か、じゃないかなと思うので、教育施設とはちょっと違うと思うので、やっぱりそこは

ちょっと控え目なほうで、控え目に表現したほうがいいんじゃないかなというふうに思

います。ちょっといつも反対意見みたいなことになっちゃって申し訳ないけれども。 

 

○郡市長 

 今、川内委員も、そうだそうだと深く何度もうなずいておられるのがモニターに映っ

ておりましたけれども、今の本杉委員のご指摘も、なるほどということも感じた次第で

もあります。ここはもう少しいろいろと検討していきますかね。 

 

（事務局より「はい」の声あり） 

 

○郡市長 

 ありがとうございます。 

 ほかには何かありませんでしょうか。 

 垣内委員、何かありますでしょうか。 
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○垣内委員 

 すみません、私はちょっと単純なので、この基本理念のサブタイトルが「人と人、過

去と未来、仙台と世界」とあるものですから、それをつなぐという役割をここに書いて

いるのかというふうに思ってしまって、①は人と人をどうつなぐつもりなのかというこ

とを書いていると。②のところは、過去と未来をどうつないでいくのかという未来志向、

忘れずに、でも新たに明るい未来をつくっていくというところをこの②で書くのかと。

③は、仙台と世界の話をするのかと、それをどうつなぐのかというのをお話しするのか

と思っていたらちょっと違って、まだ仙台と世界をどうつなぐのかというのは議論が十

分に進んでいなかった、ちょっと手がついていなかった部分かと思うんですけれども、

最後は「市内外から」ではなくて、本当に「世界中から」ということのほうが収まりは

いいのかなという感じがしました。 

 あと、「知る」については、そんなに悪い言葉じゃないんじゃないかと。やっぱり相

手を知らないと関係性もつくれませんし、さっくり見たときに、ちょっと世界に向けて、

②に国内外が入っているんですね。③のところが市内外なので、ちょっと小さくなって

いるので、これは少し広めにしたほうがよろしいんじゃないかなという感じがしました

が、整理としては非常に分かりやすいかと単純に理解しました。 

 

○郡市長 

 ありがとうございます。 

 いかがですかね。今、幾つかご指摘もいただきましたし、こう考えているのではない

かという、そういう言わんとする意味を指摘いただいたところでもございましたけれど

も。 

 ただ、私も、知るということは確かに重要であって、ここでこのワードだったんです

けれども、先ほどおっしゃられた「仙台を『知る』原動力となるとともに」という、や

っぱりこれ見ようによってはちょっと、やはり考えてもいいワードかもしれないという

のを私は今のお話から感じたところでして、これは再考させていただく方向で何かちょ

っと整理をしたいと思います。 

 先ほどの垣内委員の最後の３番目の「市内外から人が訪れたくなる場」というところ

の「市内外から」についても少しどうなんですかね。 

 

○事務局（金子文化観光局長） 

 ちょっと控え目に書いてしまいました。 

 

○郡市長 

 控え目に書いてしまったと。では、事務局から。 

 

○事務局（梅内まちづくり政策局長） 

 今までの１ページ目のご意見と併せてなんですけれども、仙台を知る原動力となると

いうようなところが、知るという言葉のよしあしというところには評価があろうかと思

いますが、東日本大震災を契機として造られる施設だということもありまして、仙台を
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知るというよりは、東日本大震災の教訓を学ぶとか、そういうようなものを②に入れて

いくと、目指す施設像の少なくともメモリアル部分のところが明確になるので、②にそ

れを入れて、先ほど垣内先生からもありましたが、国内外に向けて発信していくという

ところを③のほうに要素を移して再整理していくと分かりやすくなるのかなと思ってご

意見を聞いておりました。そのような形はいかがでしょうか。 

 

○郡市長 

 では、遠藤委員、お願いします。 

 

○遠藤委員 

 ②の中の中心部震災メモリアル拠点の表現のところなんですけれども、ここの丸の１

つ目に「歩みを知り、学べる拠点を目指します」というふうに書いてありますが、これ

が音楽ホールと特性のちょっと違う点かなというか、ある意味それぞれの特性を伸ばし

ていく部分なのかなと思っています。 

  やはり沿岸部の拠点も含めて、中心部の拠点も、やはり教育とか学びという観点も大

事になってくる機能ですので、まさに命を守って、そしてそれを実装していくためには、

やっぱり学ぶ、あと仙台にお祭りとか石碑などでもずっと古来伝わってきたものですと

か、そういったものもありますので、それぞれが音楽ホールもメモリアルも違っていて

特性があって、それぞれを伸ばすという観点もあるかと思いますので、この２の中の中

心部メモリアル拠点の中で少し、学べるとか伝えるということを特化してちゃんと伝え

れば、お互いの特性を損なうことなく表現できるんじゃないかなと思いました。 

 

○郡市長 

 ありがとうございます。 

  そのほかは何かありますか。 

 

○佐藤委員 

  私は本当に、いいと思って拝見をしておりました。 

  今、知るというところの言葉についていろいろお話あったんですけれども、何か仙台

に興味を持ってもらうという意味で、こういう使い方も悪くはないんじゃないかなとい

うふうに思っておりまして、あまり疑問は持ちませんでした。 

  市内外からというところも、まずは国内からということなのかなというようなふうに

思っておりましたので、それがやっぱり世界につながっていくということはやっぱり念

頭に置いておいたほうがいいかなというふうには思いますが、私はそんなに大きな問題

を感じずに読ませていただきました。以上です。 

 

○郡市長 

 ありがとうございます。 

  今野委員もよろしいですか。 
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○今野委員 

 私もここは意外とすっきり読めました。ただ、知るという言葉の表現だとかというの

は、確かにおっしゃられるとおりの部分があるな。知るというのは、１歩２歩前に出て

自発的にという意味になってきますよね。そういうことであれば、遠藤委員おっしゃっ

たように、学ぶという表現もあり得るわけですし、もうちょっと手前で止めようと思え

ば、触れるという、それはあまりにも消極的かもしれません。いろんな接し方といいま

すかね、そういうものがあるんだろうけれども、どういうレベル感を求めるかというふ

うなことになっていくんじゃないかなと思っています。 

 

○郡市長 

 ありがとうございます。 

  今、お話伺いましたけれども、施設の基本理念、それから目指す施設像について、後

段では少し細かく触れさせてもいただいているところですけれども、いかがでしょうか

ね。 

  では、本江委員、お願いします。 

 

○本江委員 

 ちょっとどこに入れるといいのかとは思うんですが、仙台市のいろいろな上位計画が

あります。総合計画や、あるいは今まさに、仙台市文化芸術推進基本計画をつくります

よということで所信を出されていたと思いますけれども、そうしたものとの関係がこう

なっていますというのがどこかしらにあるべきかなと思います。少なくとも、今日の資

料の中にはそれはないですし、これはいわゆる文化施設でもあるけれども、まちづくり

のあるコンセプトを示す施設でもあるということで、すごく悪い想像をすると、何かい

ろいろな政策の中にあまり位置づけられていなくて、ぽーんと出てきて、何となく事業

が継続しないまま、ふわっと、だんだん尻すぼみになっちゃうみたいなことが一番まず

いので、仙台市の骨格になっている総合計画とか、あるいは文化芸術推進基本計画、こ

れからつくられるということなので、これ垣内先生にそういうものの意味をちゃんと教

わらないといけないと思いながら言っていますが、そうした上位計画とのこの施設や事

業との関係はこうなんで、だからこういう覚悟を持って市は取り組みますということが、

どこに書くといいのかということはちょっと今分かりませんけれども、何かちゃんと位

置付けてあると、こうした活動に取り組んでいる市民団体の方とか、そうした方にある

安心というか、市の覚悟を伝えられるのではというふうには思った次第です。 

 

○事務局（田中震災メモリアル事業担当課長） 

 今、本江委員からご指摘ございました件でございますけれども、今回の資料は、複合

に関する部分ということでまとめさせていただきましたが、今後、今回のご意見を踏ま

えて基本構想中間案のほうにまとめていきたいと思います。現段階の想定では、今お示

ししているこの資料３－１の理念の前に、仙台市の上位計画とこの基本構想との関係に

ついて盛り込むというふうに考えているところでございました。 
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○本江委員 

 ありがとうございます。 

  この基本構想のほうに上位計画との関係が書かれると同時に、今つくっていたり直し

ていたりしている計画のほうにこの事業のことがきちんと書き込まれて、つじつまが合

うようになっていないといけないので、そこの調整もぜひお願いできればと思います。 

 

○郡市長 

 ありがとうございます。 

  ほかにいかがでしょうか。 

  本日は、もう少しいろいろと闊達にご意見をお出しいただけるというふうに実は思っ

ておりましたけれども、相当お示しをさせていただいたものがまとまっていたというふ

うに捉えてよろしいのでしょうか。 

では、遠藤委員、お願いします。 

 

○遠藤委員 

 今、本江先生から上位計画とのお話ありましたけれども、上位計画の総合計画のほう

では、やはり東北との連携ですとか、東北と共に発展するというようなこともあります

ので、そういった意味では、この市内外とか世界とか、そういった少しエリア的な表現

のところでも、東北ということも何か意識して書けるといいのかなとは思いました。 

  あと、音楽でもメモリアルでも、何か東北エリアの拠点というとやっぱり仙台になる

かと思いますので、そういった東北の中での仙台の役割ということもあるかと思います

ので、そういった部分も書いていただけるといいのかなと思いました。 

 資料の３－２で、関連施設との役割分担のところの２ページの下 ４象限の図なんで

すけれども、本拠点の目指す姿ということで、赤枠にしていただいているんですけれど

も、この赤枠がもうちょっと交流創造タイプ以外の３象限のほうに少しずつはみ出るよ

うな形で赤枠にしていただいたほうがいいんではないかなと思いました。 

  その理由といいますのは、交流創造、何をもって創造していくのかというと、やはり

今まで災害や震災に関わる全ての体験と全ての記録と全ての人をもって交流創造してい

くので、防災もミュージアムも伝承も何らかの形では必ず関わっていきますから、この

赤枠はちょっとほかの３象限のところに若干触れているというんですかね、差しかかっ

ているような図のほうが適切かなというふうに思いました。以上です。 

 

○郡市長 

 ありがとうございます。 

  今、中心部震災メモリアル拠点の位置づけや役割というところについてご指摘をいた

だいたところです。もう少し広めに取ってほしいというご意見でございました。 

  今、少し資料の後ろのほうも含めてお話をいただいてもいるところですけれども、ほ

かの委員の皆様方からも、それでは何か新たなご指摘等々あればお聞かせをいただきた

いと思いますが、いかがでしょう。 

 では、垣内委員、お願いいたします。 
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○垣内委員 

 この資料の３－１、全体像を踏まえてのコメントでよろしかったでしょうか。 

 私は、以前も申し上げましたけれども、やはりこの時期、こういう新しい文化施設を

造るというのは非常にご英断だろうというふうに思っております。逆に懸念する部分も

ございまして、少子高齢化の中、財政的な負担もかなり伴うものでありますから、やは

りよりよいもの、市民の方々がやっぱりよかったねと言っていただくようなものにして

いただくのがベストだというふうに思っております。 

  その観点からいうと、まずミッションのところですね、この基本理念、これは非常に

よろしいのではないかというふうに考えております。一方、このミッションを達成する

ためにどういう実践をしていくのか、これが非常に重要なことだろうと思うんですね。

ロジスティックスというんでしょうか。先ほど本江先生も、ほかの計画とか条例とか、

そういった市全体の動きの中でこれをどう位置づけていくのか、また、これにどういう

ふうに、今後、開館までに対応していくのかというのが非常に重要なポイントだろうと

思います。 

  今までいろいろなホールができて活動していまして、その成果というんでしょうか、

非常に効果が上がった部分もあれば、どうもこの部分はなかなか難しかったねというよ

うなことも分かってきております。こういったことをきちんと検証されて、この後の資

料にもあるのかもしれないんですけれども、きちんと検証された上で、仙台市にとって

ベストなベストミックスというのを考えていただきたいというふうに思うわけですけれ

ども、その中で特に強調したい点は、この資料の７ページのところで、開館までの事業

のあり方、ここが、せっかくのこの準備期間、リードタイムですので、ここを充実させ

ていくことこそ、次のこのオープンしたときに即走れるという、それによってより効果

が上がるというところにつながっていくんじゃないかと思うので、基本理念もすばらし

いですし、目的とするそれぞれの場の説明も非常によくできているので、これをどう実

装していくのかというところをぜひご検討いただきたいというふうに思いますし、開館

までの準備期間でどういう、この文化芸術と災害文化が融合する施設ってほかに例がな

いものですから、逆に早めに手をつけて、少しトライアル・アンド・エラーもあるかも

しれませんが、それによってどういうふうにシナジー効果を出していくのかということ

を少し実証実験をしたほうがいいんじゃないかというふうに思いました。 

 少しちょっと既存のもの、例えばこのメモリアルコンサートなんかも、ホームページ

で拝見する限り、毎年のようにいろいろなところでなさっていると。仙台フィルがメモ

リアル交流館でのミニコンサートをやるとか、そういったものももう既になさっている

というふうに聞いておりますので、これをよりバージョンアップするためにはどうした

らいいのか、あるいは何が障害に、もし何か問題があるとしたらそれは何なのか、そう

いったあたりを検証して、それも盛り込んでいただくと、より実効性の高いこの報告書

になるんじゃないかなというふうに思いましたので、この７ページのところ、とてもい

いので、そこに何らかの形で検証結果もちょっと踏まえていただけるといいなというふ

うに思いました。 ちょっと長くなりましたが、以上です。 

 



第４回議事録 

 

－19－ 

○郡市長 

 ありがとうございます。重要なご指摘だというふうに思います。 

 開館までの助走期間というふうにおっしゃられましたけれども、そういう意味では、

皆さんのご理解をいただくためにも取組が重要だというふうに認識しておりまして、い

ろいろとここはこれまで以上に取組を進めていかねばならないというふうに思っている

ところです。 

 何か事務局側から言えることがあれば付け加えてお願いします。 

 

○事務局（田中震災メモリアル事業担当課長）  

 ご指摘につきましては、まさにそのとおりという形で考えておりまして、特にメモリ

アルに関するお話をさせていただきますけれども、２つ目の○に書きましたとおり、記

憶とか経験の風化というのが進んでいく中で、このプレ事業につきましては早期に着手

する必要があると考えてございます。 

 ですので、今回の資料の中でこういった方向性のほうはお示しをさせていただきまし

たので、次年度からこういったプレ事業について、メモリアルのほうは当然進めていか

なければなりませんし、ご指摘ありましたように、例えばメモリアルコンサートのバー

ジョンアップですとか、そういった部分で文化芸術と融合した取組についても、基本計

画の検討と同時に先行しながら進めていきたいと思っております。 

 

○垣内委員 

 度々すみません。私はちょっと音楽ホールのほうを専門としておりますので、メモリ

アルもそういう先行事業が大事だというのはよく分かるんですけれども、実は音楽ホー

ルのほうも大事なんですね。2,000席の新しいホールができるということであれば、Ｎ

ＰＯさんとか音楽団体さんとか、様々な業界団体さんも大変期待を持たれていると思う

んですね。また、様々なアウトリーチ活動とかもいろいろなさりたいんじゃないかと思

う。そういったものをうまくネットワークしていかないと、音楽ホールのほうも、仙台

フィルがあるからというだけでは、なかなかこれ十分に活用できないんじゃないかとい

う懸念もあります。メモリアルだけではなくて、この音楽ホールのほうもぜひ先行事業

のほうを進めていただければと思います。 

 そんなに予算は大きくないです。建物を建てるのに比べれば、もう本当に微々たると

言っちゃいけないんですけれども、非常に僅かなお金で、きちんとした効果が上がるマ

ネジメントの手法とかやり方とか、それからネットワーク、人と人とのつながりができ

てくるということが施設ができたときに非常に役に立つということなので、ぜひ音楽の

ほうも文化芸術のほうも先行事業はよろしくお願いいたします。 

 

○郡市長 

 ありがとうございます。 

 では、音楽ホール側からの事業展開について、助走期間の事業展開について何かご説

明すべきことがあれば。 
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○事務局（金子文化観光局長） 

 音楽芸術関係ですけれども、仙台、これまでもせんくらなどをはじめとして、市民文

化事業団と仙台市だけではなくて、いろんなボランティアなんかも含めて多くの関係者

の方とネットワークをつくりながら、日本中の様々な芸術家の方々も、せんくらの場で

いろいろ人間関係をつくっていただいて、それが次に発展していくという実例もつくっ

ていただきながらいろいろ進めてきたという仕組み、取組ございますので、今後この複

合施設の検討が、この後、基本計画、それから設計というふうにだんだん具体化してい

く中で、しょっちゅうこういう関係の方々からのヒアリングを恐らくさせていただくと

思います。その中でお話をお聞きしながら、平行して具体に今できることについてもち

ょっといろいろお話をお聞きして、ただ、数年先になりますので、途中で疲れないよう

に、ちゃんと前も見ながら、盛り上がったけれども、出来上がる頃にとはならないよう

に、先を見据えながら、一歩一歩着実にステップアップしていくような、そういうよう

な形で進めていきたいなというふうに思っております。 

 

○郡市長 

 よろしいでしょうか。頑張ってまいります。 

 では、佐藤委員、お願いします。 

 

○佐藤委員 

 仙台には優秀な演奏家がたくさんいます。特に若手の人たちがどんどん伸びています

ので、そういった方々にぜひとも場を与えていただけるような仕組みをつくっていただ

けると本当にうれしく思います。皆さん本当に、この複合施設、楽しみにしていらっし

ゃるので、ぜひよろしくお願いいたします。 

 

○郡市長 

 ありがとうございます。 

 今、資料の３－１、２についていろいろと皆様方と意見交換させていただいておりま

す。連携・協働事業の推進ですとか、それから目指す具体化ですとか、その他のところ

でも何かご意見があればお話しいただければと思います。 

 では、梶委員、お願いします。 

 

○梶委員 

 先ほどの垣内委員と佐藤委員のお話ともつながっていくんですけれども、連携・協働

事業の内容を読んでおりますと、やはり高度な専門性がないとなかなか実現していかな

いことなのかなというふうには感じております。それぞれ音楽ホールの専門性も高くな

いといけないですし、メモリアル拠点のほうもやっぱり専門性が高くないとなかなか、

それぞれが専門性が高いことが重要かなと思っております。それに基づいて連携する事

業というのが成立していくんじゃないかと思います。 

 こちらに列挙されているところを読みますと、それぞれがもちろん価値があることで、

とても重要なことだと思うんですけれども、これを全部通年でやっていこうと思うとな
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かなか難しいところもあると思うので、これからは一つ一つ、通年でやっていくもの、

定期的にやっていくもの、記念的にやっていくものなど、位置づけを明確にしながら計

画を立てていくといいかなと思いました。 

 そして、ここにつながるための開館までの事業のあり方なんですが、こちらについて

も、私も音楽のほうが中心ではありますけれども、やはり地元のネットワークをきちん

とつくるということが大変重要だと思っております。せんくらでやっている東京に住ん

でいるアーティストの方たちをお迎えするのもすごく重要なことではあるんですけれど

も、やはり地域の人たちのネットワークが最終的に地域を支えることに大きくつながっ

ていくと思いますので、ぜひ、これから開館まで10年近くある中で、少しずつでもい

いと思うんですけれども、地元の人たちを活用したアウトリーチ活動みたいなものを積

極的に誰かが担っていかなければいけないんですが、それが市がやっていくのかどうか

というのはちょっと私も分からないですけれども、そういう活動もきちんとしていって、

この来る開館のときにいろいろなものがすぐにできるような体制はつくっておくべきだ

なというふうに思いました。以上です。 

 

○郡市長 

 ありがとうございます。 

 本杉委員も、では、お願いいたします。 

 

○本杉委員 

 ２点あって、１つは、まず３ページ目のところの四角でくくってある①の２つ目の丸

で、「施設全体が多様な目的を持った人々で賑わう」というところなんですが、目的を

持った人はもちろん、目的を特に持たなくても訪れたくなるとかというように、やっぱ

り目的がなくても来たくなる施設を目指すべきじゃないかなというのがまず１点です。 

 それと２点目は、垣内委員などが先ほどから言っている７ページ目の開館までの事業

のあり方で、この資料３－２のところで、今回の施設が創造発信拠点で、そのほかに地

域文化推進拠点があるという、こういうくくりでこの施設を位置づけているということ

に基づいて考えていきますと、やはり地域文化活動というのもとても大事なので、梶委

員なんかが東京文化会館でやっているような、リーダーを育成していく、活動の指導を

担ってくれるような人たちを支援していくような活動をぜひこの機会に始めていかれる

といいんじゃないかなというふうに思います。それが地域文化活動のほうにつながって

いくし、それが創造発信にもつながっていくというふうに思います。ですから、ぜひそ

ういう活動のリーダーになるような人を支援していくという試みを始めていただきたい

なと思います。 

 もう一点は、観客をどうやって増やしていくかという、ホールのほうでいいますと、

やっぱりそれは大きな課題でして、高齢化が進んでいる現在、東京なんかでも、もう昼

間の公演が中心で、夜の公演が本当に僅かというくらいですけれども、そういう中で、

やっぱりいかにチケットを簡単に手に入れるようなシステムをつくるか、あるいはそう

いう情報にたどり着けるかというところを、これは施設だけではできないので、関連す

る組織等、協力してやらなきゃならないかと思うんですが、ヨーロッパなんかじゃもう
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20年以上前からチケットの電子化が進んでいるのに、日本は全然進んでいなくて、し

かもまた、コンビニまで行かなきゃいけないとかいうシステムまであったりして、そん

な面倒くさいことするかという感じで、世界中から簡単にチケットを買えるくらいじゃ

ないとやっぱりいけないんじゃないかなと思うんですね。そういうチケットをどうやっ

て簡単に手に入るようにするか、あるいはそういう活動が、こういう活動が行われてい

るということを簡単に検索できるシステムというものを、大変お金のかかるシステムか

もしれませんけれども、試みてほしいなと思います。 

 それともう一つは、仙台が今までいろいろなコンクールやせんくらなんかでやってい

るようなことに引っかけてと言うと変ですが、その催しの中に、何かこれに関連するよ

うな催しを１つ加えていただけたらなと思うんですね。その中に先ほど申し上げた指導

者を育成するというのがあったっていいし、子供向けのものがあってもいいし、この間、

我々がやったような、ああいうものがあってもいいですし、何か、こういう活動を新た

に始めるんです、あるいはもっと大きな活動にしていくんですということを宣伝すると

いいますか、広めていく場にもなると思いますので、せっかく数多くの活動をしている

ので、それを専門的なその場だけ、何ていいますかね、コンクールならコンクールだけ、 

フェスティバルならフェスティバルだけじゃない、今度あの施設につながっていくもの

をひとつ組み込んでもらいたいなというのは思います。 

  それともう一つ、欲張りですけれども、工事が始まったらになってしまいますけれど

も、工事中にも工事現場で催しをやるとか、あるいは工事の見学会を市民の人に見ても

らうとかということも、なかなか工事現場を見てもらうというのは本当に大変なことで、

もちろん建設会社が了解しないとなりませんし、消防署も納得しなきゃならないんです

けれども、私が経験した中で言うと、ハンブルグのエルプフィルハーモニーというのが

できたときに、すごい長引いたんですけれども、あの工事は、工事中の現場に、ある、

ホワイエレベルなんで、フォーラムと呼んでいるレベルですけれども、そこで一般のお

客さんを対象に、あれはブラームスの「ドイツ・レクイエム」を題材にしたコンサート

が行われました。 

  お客さんはみんな身分証明書を持って、登録した人しか入れないようなシステムで切

符の売り方をしていて、工事用のエレベーターで、何階かな、５階か何階か分からない

けれども、上のほうまで工事用のエレベーターで上がっていって、そこに本物の芝生が

敷いてあって、そこで本物のピアノを動かしながら、オーケストラというか、オケもあ

ったし、それから合唱もあってというすごくびっくりするようなものにして、こんなこ

とができるんだと思ってびっくりしたんですけれども、本当にもう寒い時期で、10月

でしたけれども、非常に寒い日でしたけれども、そういうような催しというものは非常

にファンを増やしますし、いいことじゃないかと思います。 

  それから、工事中の見学というのも世界のホールでは時々やっていますと。一般の人

たちを抽せんで選んでいるのかどうかは知らないんですけれども、そういうのもぜひ組

み込んでいってあげたらなと思います。新国立劇場ができたときも、工事中に、設計と

建築の関係者の家族、友人を対象にした事前登録でそういうのをやりましたけれども、 

あれもとてもいい催しだったなというふうに思います。以上です。 
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○郡市長 

 ありがとうございます。 

  今、本杉委員からは、３点、具体の例もご紹介いただきながらご提案をいただきまし

た。ありがとうございます。 

  デジタルの技術についてはものすごく進歩が激しくて、これから実際の施設が出来上

がる頃にはどのような世界になっているのかというのをなかなか見通せないところはな

いわけではないんですけれども、しかし、やはりそのときにどうであるのかということ

を想像しながらやはり取り組んでいく必要はあろうかと思いますし、工事中の施設を活

用するというお取組についても、大変面白いお取組をご紹介いただきましてありがとう

ございます。 

  ほかにございますでしょうか。いかがでしょう、もしなければ、ここで一旦休憩を挟

ませていただこうかと思いますが、よろしいでしょうか。 

  それでは、恐れ入りますが、15時再開ということにいたしまして、10分間休憩とさ

せていただきます。 

 

（休憩・再開） 

 

○郡市長 

 それでは、再開をさせていただきたいと思います。 

 闊達なご議論をいただきまして、基本理念、それから目指す施設像等のご議論、意見

交換をいただきました。いただいたご意見につきましては、これから事務方といろいろ

委員の皆様方とメール等々でやり取りをさせていただきまして、次回までにまとめさせ

ていただきたく存じます。 

 ということで、この基本理念、目指す施設像等についてということを終えてもよろし

ゅうございましょうか。 

 

（「はい」の声あり） 

 

○郡市長 

 それでは続きまして、資料４からの議論に入ってまいりたいと思います。 

  では、まず事務局のほうからご説明をさせていただきます。 

 

○事務局（佐々木文化企画推進担当課長） 

 それでは、資料４－１をご覧ください。 

  こちらの資料は、施設のハード面を記載した資料となってございます。 

  まず、１ページから２ページ目にかけましての（１）には、基本的な考え方として①

から⑤番までの考え方を載せております。 

  また、２ページの（２）には、施設構成の考え方を載せておりまして、表のとおり①

から⑤までのエリアに整理をしているところでございます。 

  ポイントといたしましては、表の上に記載しておりますが、それぞれのエリアが完全
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に区画され隔てられているのではなく、連続性を持ってつながり、共用や相互利用がな

されるような施設を目指してまいりたいと考えております。 

  飛びまして、４ページでございますが、こちらにはこのエリアの施設構成イメージ、

それから５ページには、床面積の想定を載せているところでございます。以下６ページ

目以降には施設の詳細なものを載せておりますけれども、詳細な説明は割愛をさせてい

ただきます。 

  なお、修正すべき点等ございましたらご意見をいただければと存じます。 

  続きまして、資料４－２をご覧ください。 

  こちらは、前回の懇話会でお示しをいたしました音楽ホールと中心部震災メモリアル

拠点の施設構成案と今回の複合施設案とを比較いたしまして、どの部分を整理統合した

かが分かるようにしております。 

 結果といたしましては、右下に記載のとおり、床面積で合計３万1,000平米から３万

2,000平米となっておりまして、単純に両施設を足し合わせたものから約1,000平米程

度の削減となっているところでございます。 

 続きまして、資料５－１をご覧ください。 

 まず、（１）には、整備手法として、従来型の分離発注方式とＰＦＩ方式の概要や、

それぞれのメリット、デメリットを記載しているところでございます。 

 それから、３ページになりますが、（２）には、管理運営主体として指定管理者制度

の導入が選択肢となること、また４ページの（３）には、管理運営体制として、ホール

とメモリアルを分けて運営するのか、あるいは完全に一体のものとして運営していくの

かの２つのパターンの考え方を載せております。いずれも基本構想段階で結論を出すも

のではないと考えておりますが、委員の皆様のご意見を頂戴できればと考えております。 

 それから、５ページには、音楽ホールの収支の考え方を記載しております。 

 公益性の高いホール施設の場合、貸し館収入や事業収入などに加えまして、設置自治

体からの収入により運営するのが一般的でございますが、その収入を上回る社会的価値

や経済的価値を生み出すことが重要であると考えております。また、稼働率の向上や外

部資金の獲得、コストカットなど、可能な限り自治体の負担を減らすことが求められる

と考えております。 

 それから、６ページには、他都市における経済波及効果の例を挙げておりまして、

1.6倍程度の経済波及効果があるということを載せているところでございます。 

 

○事務局（田中震災メモリアル事業担当課長） 

 続きまして、（２）中心部震災メモリアル拠点についてでございます。 

 メモリアル拠点でございますが、新しいタイプの施設を目指しているところことから、

他都市事例との比較、現段階では困難でございます。人件費、事業費等につきましては、

今後、基本計画に向けて精査のを進めてまいります。 

 なお、その検討に当たりましては、関係施設・機関との協働・分担を図り、経費の縮

減に努めること、あとは、優遇税制の活用や積極的なセールス活動の実施による収入増

のための取組も検討してまいります。 

 なお、入館料、貸館料の徴収につきましては、今後慎重に検討してまいります。 



第４回議事録 

 

－25－ 

 

○事務局（佐々木文化企画推進担当課長） 

 それから、７ページ、周辺との関係についてでございます。 

 これまでの懇話会で話題に出していなかったものといたしまして、（２）国際センタ

ー駅との関係についてがございまして、地下鉄でいらっしゃった方が雨にぬれることな

く施設に入れるような方法など、望ましい在り方を今後検討してまいります。 

 また、８ページの（４）番になりますけれども、公園敷地、河川敷との関係について

でございます。 

 敷地の東側は、桜の小径などがございまして、開園済みの公園という位置づけになっ

ている部分はございますが、近年、水辺を活用したにぎわいを生むミズベリングという

手法も提唱されておりまして、他都市の例を参考としながら望ましい在り方につきまし

て検討してまいりたいと考えております。 

 

○事務局（田中震災メモリアル事業担当課長） 

 続きまして、10ページをご覧ください。 

 ４．整備に係る基本的事項・留意事項についてでございます。 

 まず、（１）「杜の都」「防災環境都市」にふさわしい施設整備に向けてでございま

すけれども、１点目、エネルギーコストと環境負荷の低減を図ること、２点目、自然環

境への影響を可能な限り回避または低減するよう配慮していくこと、３点目、屋内緑化

に取り組むことでございます。 

 次に、（２）ＳＤＧｓとの関係性でございますけれども、最終的には全てのゴールの

達成の助力となることを目指してまいりますが、特に本拠点の取組につきましては、ゴ

ールの４、10、11の達成に資するものであるというふうに考えてございます。 

 続きまして、11ページ目をご覧ください。 

 （３）駐車場、駐輪場についてでございます。基本計画の策定過程におきまして、駐

車場、駐輪場の適切な在り方、規模の検討を進めてまいるとともに、併せて渋滞緩和に

向けた取組についても検討をしてまいります。 

  最後に、（４）施設の長寿命化・災害への備えでございます。 

  １点目、長寿命化保全計画の策定、２点目、耐用性やメンテナンス性を考慮した部

材・機器の選定、３点目、災害発生時においてもその機能を喪失しないような建築上の

配慮を行う必要性についてお示ししてございます。 

  なお、一番下の四角囲みの部分でございますけれども、本施設は、物資備蓄等、災害

時において直接的な役割を担うという想定はしてございませんけれども、本市及び他都

市で大規模な災害が発生した場合には、各種の情報提供ですとかノウハウ提供、あとは

支援の呼びかけ、こういった役割を積極的に果たしてまいりたいと考えてございます。 

 

○事務局（佐々木文化企画推進担当課長） 

 それから、12ページ、５．整備に向けた今後の進め方でございます。 

 （２）整備事業費につきましては、他都市の文化施設の例などから、１平方メートル

当たりの建築単価を105万円程度と想定しているところでございます。 
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 また、（３）のスケジュールでございますが、分離発注方式で行った場合の想定とし

て、令和13年度中の竣工・開館を目指してまいります。 

 最後に、資料５－２をご覧ください。 

 こちらにつきましては、前回の懇話会でも取り上げましたＭＩＣＥとの関係につきま

して、関係者の方からいただいたご意見に対する現時点での本市の考え方を整理したも 

のでございます。詳細な説明については省略をさせていただきます。 

  資料の説明は以上でございます。 

 

○郡市長 

 ということで、ただいま、複合施設の施設概要、整備の考え方についてご説明を申し

上げました。 

  今ご説明いたしました件につきまして、委員の方々からご意見を頂戴してまいりたい

と存じます。先ほどと同じように挙手をしていただきまして、ご意見を発表いただけれ

ばというふうに思います。よろしくお願いいたします。さあ、いかがでしょうか。 

  では、本杉委員、よろしくお願いいたします。 

 

○本杉委員 

 全体としてはいいと思うんですけれども、いろんな表現のことでちょっと気になる点

が幾つかあったので、数は多いんですけれども、お話しさせていただきます。 

  まず最初の施設の考え方の②のところ、（１）の②の２つ目の丸のところで、「ワー

クショップスペースや」、ずっとあって、「中で行われている活動が室内で完結せず、

外へと染み出していくような造りとします」というふうに言っている点ですが、気持ち

は分かるんですけれども、まず大事なのは、部屋として性能が担保されているというこ

とが第一に重要なので、これを強調し過ぎないでほしいなというふうに思います。建築

やっている人は、どうしてもこういうことをしがち、したがると言うと変ですけれども、

部屋をオープンにして、外とつなげるということはとても積極的にやりたがるというと

ころがあるんですけれども、なので、まずはそれぞれの性能をきちんと担保してあげて、

場合によっては必要に応じてそういうことができるというぐらいの表現のほうがいいか

なというのがまず１つ目です。 

  それから、次のページで、一番上に書いてあります３行目のところで、「そのため、

ホールエリア等の舞台機構や設備を、高度な専門技術がなくても取り扱える」というの

はちょっと書き過ぎで、これはちょっと危険なので、講習会とか実習とか、そういった

ことで学習した後であれば、ある程度までは一緒に、手伝い程度のことはできるけれど

も、専門技術がなくても取り扱えちゃうと、専門家の立場なくなっちゃうというよりも 

危険なので、ここは注意深く記述してほしいなと思います。 

  それから、ずっと後のほうの主要施設の方向性というところで、大ホールのところで

２つ目の丸で、「舞台の音響反射に係る設備は可変とし」、ずっとあって、「『プロセ

ニアム形式』に転換できるホールとする」というよりも、プロセニアム形式も、プロセ

ニアム形式と両立できるというような表現のほうがいいかなというふうに思います。 

  それに関連するんですけれども、その次の舞台関係という項目の一番上のところで、
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「音響反射設備を設置した形式をホールの常態とする」というふうに書かれているんで

すが、動く設備を常態とするというのはあまりないことなので、音響反射設備を設置し

た形式とプロセニアム形式相互への転換が可能で、できる限り短時間云々というような、 

そういったような表現のほうがいいんじゃないかなと思います。 

  それから、その次の行で２つ目の丸で、その丸の２行目で、「舞台の高さまで上げて

ステージの一部とする」というふうに断定するんじゃなくて、「としても使えるものと

する」とかというように、いろんな使い方ができますよというふうな表現にしていただ

いたほうがいいような気がします。 

  それから、楽屋関係のところで、「様々な広さ・設備を備えた楽屋」というんですけ

れども、楽屋って、設備はありますけれども、そんな書くほど設備はないので、設備と

いう言葉はなくてもいいんじゃないかなとか、あるいはその２つ目の丸で、「できる限

り音出し調音ができるよう防音性に配慮し、一部の楽屋は」云々と書いてあるんですが、

もし調音できる部屋を設けるんであれば、楽屋をそうするんではなくて、調音する部屋

を用意したほうがいいんじゃないかなと思います。というのは、楽屋をそうしちゃうと、

その人しか使えなくなってしまいますので、むしろ別の部屋を設けて、誰でもというか、

出演者が必要に応じて使えるような計画のほうが好ましいんじゃないかなと思います。 

  それで、楽屋は一般的にホテルの客室程度の遮音はしているんです。ですから、ある

程度の音は出せるようには、普通の計画では、劇場の計画ではしていますので、あまり

これを高い防音レベルとすると、やっぱり完全に音が外に漏れない、あるいは外の音が

入ってこないというような性能になってくるので、そこは注意して書いてあげたほうが

いいんじゃないかなと思いますし、コストに即影響してきますので。 

  それから、楽屋はそれで、小ホールのほうも同じですけれども、音楽リハーサル室の

ところで、各種事項で、「公開リハーサル等に対応できるよう、区画された小規模な観

覧席を設ける」と書いてあって、観客を入れた催しをやっていただくのはいいと思うん

ですけれども、この区画されたという意味がどういう意味なのかによって、ちょっと動

線が複雑になってきそうなので、今の段階でここまで書かなくてもいいのかなというよ

うには思います。 

  それから、ちょっといっぱいあって申し訳ないんですが、それから次のページで、舞

台芸術リハーサル室で、「演劇、舞踊などの主ホールでの公演のリハーサル、通し稽古

などに適した」という表現で、一般的に通し稽古は舞台でやったほうがよいので、「リ

ハーサルなどに適した」というふうな単純な表現のほうがよいように思いますし、２つ

目の丸で、「大ホールでの舞台演出等を再現、確認できるよう、必要な舞台設備」とい

うと、必要というと、本当に場合によったらとても大きな設備になってくるので、簡単

な設備でいいと思うんですね。そんなに充実した設備じゃなくてもいいので、ここはち

ょっと注意した書き方をしていただいたほうがいいように思います。 

  それから、その下の各種事項の丸の３つ目で、「多様な活動に対応するための床面養

生用シート」云々と書いてありますが、あまりここで細かく説明するよりも、床養生シ

ートからずっとカットしていただいて、「対応するための備品庫、控室を整備する」と

いう簡単な表現でいいんじゃないかなというふうに思います。 

  それから、災害文化創造支援エリアのところで、大型壁面モニターとか大型ビジョン
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とか大型映像ビジョンというのが、交流連携スペースとインフォメーションスペースと

交流ロビーゾーンに出てくるんですけれども、３か所で、あればそれにこしたことはな

いんでしょうけれども、大型というのはどのぐらい大型なのかにもよるんですけれども、

そう安くないものをあちこちにつけるわけにはいかないと思うので、やっぱり丁寧に考

えて、必要なところにこういう記述をしていただいたほうがいいんじゃないかなという

ふうに思います。 

  それから、交流ロビーゾーンの概要の下から２つ目の丸で、「施設で行われる事業の

魅力を伝えたり」云々というふうなところで、「仙台のこれまでの歩みや魅力を紹介す

る展示スポットを設ける」というところなんですけれども、こういう展示のスポットっ

て、注意しないと本当に安易なものになってしまうので、ここで積極的に書くかどうか

も含めて、何かもうちょっと考えたほうがいいんじゃないかなと。やるんだったら本当

にちゃんとしたものをやってほしいと思います。それよりもやっぱりホームページとか

誰もが簡単に見られるところを充実していったほうがいいと思いますし、その点は何か

考えていただけたらというふうに思います。 

  それから、その下の広場エリアのクワイエットスペースで、検討事項の丸の初め、１

番目の丸で、「本施設のシンボルとして、印象を残す設えや配置が望ましい」と書いて

あって、本施設の大事な施設で特徴ある施設だとは思うんですけれども、本施設のシン

ボルとまで言い切っちゃうのはちょっとどうかな、というふうに思います。 

  以上、ちょっと長くなりましたが、気になった点です。 

 

○郡市長 

 ありがとうございます。いろんなところのご指摘をいただきました。 

  今、事務局のほうで、何か今の本杉委員のご指摘に答えられることというのはありま

すでしょうか。 

 

○事務局（佐々木文化企画推進担当課長） 

 様々ご指摘ありがとうございます。 

  特に音楽ホールのほうにつきましては、目指すところは同じなのかなというところで、

若干、表現の部分が物足りなかったりする部分がございましたので、その部分につきま

しては言葉の精査をいたしまして、中間案に載せる内容というのを整理していきたいと

いうふうに考えております。 

 

○事務局（田中震災メモリアル事業担当課長）  

  災害文化創造エリアにつきましてもご指摘ありがとうございます。確かに大型という

ところの表現が続きますので、必要な部分を精査した上で、表現のほうを検討していき

たいと思います。 

 

○郡市長 

 ありがとうございました。 

  ほかの委員の皆様方からご意見ございますか。では、梶委員、お願いします。 
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○梶委員 

 先ほど本杉委員からもお話出たんですが、資料４－１の１の④の２ページ目の一番上

のほうですかね、「高度な専門技術がなくても取り扱える」ということは、やはり委員

がおっしゃったような全く同じ点で、大変危険なので、これは不可能なんですが、ただ、

「ホールエリア等の」という「等」に含まれているであろう例えばリハーサル室である

とか、そういうワークショップのスペースですとか、そういうものについては専門家し

か使えないんだと、もしかしたら使い勝手が悪いかなとは思いますので、そこら辺が、

ホールの専門的な技術がないとできないところと、そうじゃなくてもできるところとい

うのを明確に書いていただけるとより分かりやすいかなというふうには思いました。 

  あと、先ほど、楽屋の中の設備についてなんですが、今ここで何か細かいことを言う

ようなことではないかと思うんですけれども、やはり一般的にはあまりない水場の設置

とか、オペラやバレエが公演できるようなホールを目指しているとすれば、楽屋の中に

きちんと水場を設置していただいて、水場がないことが必ず課題になってしまいますの

で、そういうようなところはちゃんとあるといいなというふうに感じました。 

  それから、資料４－２のところにあります最終的に1,000平米の削減ができたという

ところに関しましても、いろいろな議論が実を結んだなというふうに感じております。

とてもいいかなと思っています。 

あと、資料５－１にあります複合施設整備の考え方についてなんですが、私個人的な

意見になりますが、これは両方ともいい悪いがあるかなと思っております。ＰＦＩ方式

になりますと、本当にすごくささいなことでもなかなか融通が利かないといいますか、

結構縛りがありまして、それが長期的に続くということがあって、そこが懸念されると

ころかなというふうに感じ、事業を展開する上ではすごく気になるところかなというふ

うに感じています。 

  あと、指定管理の制度について、管理運営体制についてなんですが、パターン１とパ

ターン２、４ページですかね、について、私は個人的に、自分自身が共同事業体でやっ

た経験と、現在１つの団体で運営していることを考えて、私はパターン２のほうがやり

やすいんじゃないのかなというふうに個人的には思っています。今後、連携事業などを

たくさんやっていくことを考えますと、財源を持っているところが違うところだと、結

構そのお金のやりくりというのが難しいんじゃないかなとか、そういうところを懸念し

ております。 

  今、館長の考え方とかあるかと思うんですが、１つの館だから、館長１人でももしか

したらいいかもしれないんですが、館長ってどういう位置づけなのかと。経営的なとこ

ろを見る人が館長なのかなというふうに考えますと、施設の運営を２つを１人の方が見

ても構わないんじゃないかと。その代わり、芸術的なところを見るところは、ホール側

とメモリアル拠点ではまた別々の人を配置するなどすると、ちゃんと専門性も担保でき

るような運営ができるんじゃないかというふうに思いました。 

  あと最後に、駐車場についての記載があったんですが、地方の都市だとちょっとよく

分からないんですが、駐車場収入というのも劇場の運営に大変貢献してくれる重要な財

源になったりしております。東京ですと、やはりそこの収入があるなしですと、かなり
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大きな資金的な差が出てきてしまうというようなことがありますので、もし、駐車場が

あるんだけれども、無料で開放するつもりにしているのか、そこも附帯の設備としてき

ちんと収入源としてカウントしていくのかということは一回考えたほうがいいのかなと

いうふうに思いました。以上です。 

 

○郡市長 

 ありがとうございます。重要なご指摘いただいているところです。 

  ほかの委員の皆様方から何かございますでしょうか。 

  では、垣内委員、お願いします。 

 

○垣内委員 

 資料の４－１の１ページ目のところなんですけれども、私は、この②の一番最後の白

丸、「気軽に立ち寄りや通り抜けができるような、開かれた施設づくり」、これが非常

に重要かと思っていて、それは先ほど来議論したミッションに関わる部分、人と人をつ

なぐといったときに、有料ゾーンと無料ゾーン、有料でお金を払わなければなかなか入

れない施設というところは非常にハードルが高いと。もし人と人とをいろいろな形でつ

ないでいくということを前面に押し出すのであれば、この部分はもっと最初のほうに来

てもいいんじゃないかぐらいの重要なポイントではないかと思います。 

  これは多分、事務局もよくご案内だと思いますけれども、金沢21世紀美術館、あれ

はもうミッションの中に、あの美術館は地域の一部だと、あの土地の一部だから、当然、

通り抜けをしたり、そこで休んだりすることができる、そういう部分をできるだけ多く

取るということで、無料ゾーンの通り抜けとか、気軽にいらっしゃる方々のほうが有料

ゾーンで美術を鑑賞される方よりもはるかに多いという、そういう、そこまで人々の生

活に溶け込んでいるという部分があります。 

  なので、今回のこの施設につきましては、この部分とても重要なところなので、もう

少し重要性が分かるように書いていただくといいかなというような気がいたしておりま

す。青葉山エリア内のほかの施設を来訪する方だけじゃなくて、お散歩の方も、それか

らそこら辺にたまたまいらっしゃった方も含めて、皆さんがふらっと入れる、ハードル

の低い、そういう地域の一部のような施設であってもらいたいなというふうに思います。 

  ２点目は、この資料の４－２のほうで、ちょっと気になったのは収録室なんですね。

どういう設備を考えていらっしゃるのか分からないんですけれども、ほかの施設だと、

デジタル技術、ものすごく進み方が激しいものですから、わざわざ収録室を使わなくな

ってしまうという方々も結構多いというようなことを聞いておりますので、そのあたり、

何かお考えがあるんだろうと思いますけれども、ちょっとご検討いただければなと。せ

っかく造ったのに、結局、技術革新が進んでしまって、なかなか使われないような形で、

そのまま残ってしまうということだけは避けていただいて、より汎用的な先端技術にふ

さわしいような施設を造っていただくといいなというふうに思っております。私が誤解

しているだけかもしれませんので、ちょっとコメントだけです。 

  資料の５－１なんですけれども、このＰＦＩと指定管理なんですが、ＰＦＩって意外

に準備が大変そうで、しかも、施設、ハードの分でものすごく細かく、日照がどうだと
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か、この構造はなんだとか、一度だけちょっと委員をやらせてもらったんですけれども、

全然専門外だったんですが、ものすごい大変で、しかも、そこまで準備して、もうみん

なへろへろになるまで頑張って、できたものはどうかというと、ちょっと足して２で割

ったようなものができて、これはすごい失礼なこと言いましたが、むしろせっかく民間

の活力を導入するということであれば、指定管理のほうがいいんじゃないかなという感

じもいたしました。 

  それから、４点目ですけれども、ＭＩＣＥのことで、ちょっと気になっているのは、

国際センター内で対応し切れない基準に合致するような大規模学会に絞った上で優先予

約ということなんですけれども、音楽ホールのほうも大きなイベントはもう何年も前か

らの優先予約が必要になってきますので、メモリアルもそうなのかもしれませんが、そ

ういった本体業務に差し支えのない点についてはぜひご配慮いただければと思います。 

  以上です。 

 

○郡市長 

 ありがとうございます。皆様方から重要なところをご指摘いただいております。 

  私からちょっと１点、垣内委員にご質問なのですけれども、収録施設、これについて

はほとんど使われない方向になってきているというご指摘ありましたけれども、少し具

体のところをちょっともう少しご紹介いただけますか。 

 

○垣内委員 

 設備がとにかく老朽化するというか、そのときは非常に最先端のものでニーズもあっ

たと思われるんですけれども、年々利用率が下がっちゃって、しかもそれをほかのもの

にコンバージョンするためには相当な費用もかかるということもありますので、ちょっ

とそこら辺、幾つか存じ上げているものですから、ちょっと懸念いたしております。ほ

かのことを考えていらっしゃるのかもしれないんですけれども、すみません。 

 

○郡市長 

 ありがとうございました。 

  それでは、川内先生、よろしくお願いします。 

 

○川内委員 

 １点だけ質問させていただきたいというか、資料５－１の11ページ、４．整備に係

る基本的事項・留意事項の（１）（２）（３）（４）とあって、一番下に付けたような

形で、本施設は、いわゆる物資の備蓄等は想定しないけれども、大規模災害が発生した

際には、主に情報関係の支援拠点になるというふうに読める文章を記載しているんです

けれども、この施設の性格にも関わることで、できるのであれば歓迎したいと思うんで

すけれども、ここに書いちゃうということは本当にやるんですかという、つまり災害時

の物資ではないけれども、情報関係の支援拠点としてもこの施設を位置づけるというこ

とをお考えかということをちょっとお聞きしたかったということです。以上です。 
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○事務局（田中震災メモリアル事業担当課長） 

  本拠点の役割、川内委員はもう十分ご存じのとおりだとは思いますけれども、3.11

含め過去の災害の教訓から未来の災害の備えを行っていく災害文化の創造拠点という役

割でございますので、こういった本市の経験というものを他都市等に伝達していくとい

うのは非常に大事な役割ではないかなと考えてございます。ここにお書きしているとお

りの機能につきましては、実現の方向に進めていけるよう今後検討のほうを進めてまい

りたいと考えております。 

 

○川内委員 

 分かりました。それであればその方向に進めていただきたいですし、そのためにはそ

ういう人材をちゃんと確保してくださいという希望をお伝えさせていただきます。以上

です。 

 

○郡市長 

 ありがとうございました。 

  では、今野委員、お願いいたします。 

 

○今野委員 

 資料４－１の２ページですね。私が思うに、複合施設ということを一番最初にお聞き

をしたときから一番大事な要素だろうなというふうに思っていたのが、ここのところに

（２）のところにうまく集約されていらっしゃるような気がしています。完全に区画さ

れたスペースがただあるということではこの施設の意味ないはずなんで、それらが空間

として連続性を持つ、また、運営的に大変かもしれませんが、先ほど館長さんのお役回

りのお話も出ましたけれども、そういう両方をうまくコントロールしたり、機能の融合

を図ったりというふうなことが多分この施設の一番のポイントになってくるんじゃない

かなというふうに考えております。 

  それと、実は立場上、地元の経済界のほうからは、これから新しい公共施設を造るん

であれば、ＰＦＩを導入しない方式はないよねというお話はさんざん聞かされます。た

だ、今、梶委員、それから垣内委員さんのほうからも、それぞれ、デメリットもあるん

だよというお話聞きました。それだけ、繰り返しになりますけれども、管理運営の部分

で非常な新しい手法を取っていかなくちゃいけないといったときに、果たして、はやり

的なＰＦＩの手法がいいのか、指定管理で少し、すばらしい組織さんにお願いをしたほ

うがいいのか、この辺はちょっとじっくり研究する必要があるんじゃないかなというふ

うに感じた次第です。以上です。 

 

○郡市長 ありがとうございます。 

  今野委員のご指摘も、経済界の皆様方のお考えも私もいろいろと聞かせていただく機

会が多くございます。いずれにせよ、市民の皆様方に、そしてまた、地域の活性化にも

つながるような形、考えていかなければならないんだろうというふうに思うところでご

ざいます。 
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  そのほかにご意見があれば。では、遠藤委員、お願いします。 

 

○遠藤委員 

 今後の運営の経費などの観点に関わるのかもしれないんですけれども、中心部震災メ

モリアル施設は音楽ホールとそれぞれの特性が違っていて、ある意味、これから仙台の

将来を担っていく子供たちが、しっかり学んだり、あとは一緒に研究したり、それを実

験したりという場所にもなってくるかと思うんですけれども、そうしたときに、この震

災メモリアル部分をどういう機能として位置づけるかということですね。学校教育と連

携をして、学校の方々にはなるべく負担のない形で、しっかり学んだり、実験したり、

研究したりしていただけるような仕組みで活用できるといいんじゃないかなと思ってい

ます。 

  ちょうど先日伺ったところ、荒浜小学校は、仙台市立小学校の皆さんが全員行かれて

いるというお話も伺いましたので、やっぱり小中学校の頃にしっかり学んで感じて、そ

して中高生、大学生でいろいろ研究をして、創造的な発展につなげるということが大事

かなと思いました。 

  もう一点が、この運営に取りかかる前の、今、市役所の中でも２つの部局で進めてい

ただいているわけなんですけれども、この市役所の中の進め方というのも結構大変じゃ

ないかなと思うんですよね。 

  先ほど、図の中に、いわゆるコンテンツ、いろんな人とテーマをつなぐコーディネー

ターの重要性という記載がありましたけれども、あともう一つは、市役所の中の各部署

をどうつないで、かつ市役所と民間のＮＰＯや企業の皆さん、民間の方と市役所をどう

つなぐかという、その組織間連携、コンテンツのテーマと加えて、組織間連携というの

はかなり人によるところも大きいので、これだけいろんな多様な資源と話題がそろって

いる仙台のこの状況を、ある意味、最後に生かすも殺すも人次第みたいにならないよう

に、これも少し事前に、庁内連携、あと民間との、あと市民団体とか、民間と企業との

連携ということももう既に始めながら、開けたらそれがすぐ機能するというような形で

準備していただけたらなと思いました。 

 

○郡市長 

 ありがとうございます。重要な視点です。 

  では、佐藤委員、お願いします。 

 

○佐藤委員 

 今お話しするのがいいのか、今の話につながるかと思うんですけれども、以前にも話

題として出させていただいた音楽による復興センターというものが、両方の橋渡しをで

きる、今、仙台市がやっぱり、何ですか、その復興センターも十何年の経験の蓄積があ

りますので、そういったものを、施設の構成なのか、どこかに位置づけがされていると

とてもいいんではないかなというふうに、ただ、それが今の段階でお話しすることかど

うかは分からないんですけれども、ぜひとも何か位置づけをお願いしたいというふうに

思っていました。そのあたりは市役所のほうでも情報は私なんかよりもお持ちかと思う
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んですが、そういったところは検討していただけるのかどうか、よろしければ聞かせて

いただければと思います。 

 

○事務局（中山文化観光局次長） 復興センターのほう、ご承知のとおり、震災後すぐに

立ち上げて、いろんなところで復興コンサートをやって、被災者の心を癒やしてきたと

いう歴史がありますけれども、ぜひこのノウハウについては音楽ホールが引き継いでい

きたいと思っています。 

  書きぶりはちょっと考えなくてはないんですけれども、やっぱり仙台の震災だけでは

なくて、例えば熊本が、何年前かな、平成28年ぐらいに４月に大きな地震がありまし

たけれども、そのときに、やっぱり音楽が地域に入っていくということで、結構難しい

んですけれども、地域への入り方というか、そういうノウハウをしっかり復興センター

が覚えていて、震災があると、ノウハウを教えてくれといろんなところから来ます。な

ので、このノウハウを継承することは非常に大事だと思っていますので、ちょっと書き

ぶりはあるんですけれども、しっかり音楽ホールにそのノウハウは引き継いでいきたい

というのは思いとしては強いというところでございます。 

 

○事務局（梅内まちづくり政策局長） 

 遠藤委員のお話にも関係しているんですけれども、私どものほうでは、毎年３月11

日近辺に仙台防災未来フォーラムを開催しており、今年は世界防災フォーラムという、

災害研の先生方を中心とした国際学会なども開いて、１週間丸々復興に係るイベント等

を開催しています。 

  防災未来フォーラムでは、まさに地域で防災をやっていらっしゃる市民の皆さんとか、

そういった方々に展示ブースなどに出ていただいてというのをやっているんですが、継

続的に計９回開催してまいりました。今回は１日で約3,900人の方がお見えになって、

過去最高を更新しておりまして、こういったことを継続的にやっていく。 

  あるいは、その中で、震災のことをもちろん中心にやるんですが、10-BOXを日頃ご

利用いただいている方々で演劇の形で発表するグループの方がいらっしゃったり、また

世界防災フォーラムでは、県内の合唱コンクールで金賞を取った仙台一中の皆さんに学

会の最後で歌を歌っていただいたんですが、中学校２年生でございますので、３歳のと

きに震災が来ています。皆さん直接の記憶はないんですけれども、日常的に歌を歌って

いるときもそんなに考えないけれども、今回、歌を歌うということがあって、12年前

のことを少し勉強されたりして、そういう形で日常化をしながら防災をつないでいくと

いうような取組がないと長く続かないなというのをすごく思っています。音楽とか演劇

とか、そういった活動の中で伝えている方々の活動が、まさに次の人を呼んで広がって

いくんだなというのを今回も経験したところがありますので、遠藤委員のお話にありま

したように、教育とか様々な地域活動と連携させながら、こういった取組を進めていく

ことが大事なんだなというのを今年も実感できたというようなことがございました。 

 

○郡市長 

 子供たちが、記憶がちょうどある子とない子と、はざまにある学年の皆さんたちも、
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改めて12年目の今年は様々な取組をしてくれて、大変私も心強く思いました。まさに

そういうような文化が発信できる拠点、それをつくり出す拠点ということにもつながっ

ていくんだろうというふうに思っています。 

 

○本江委員 

 幾つか感じたところで申し上げます。 

  先ほど垣内委員もおっしゃった資料４－１の１ページ目の真ん中の気軽に立ち寄りや

通り抜けができるようにするというのは本当に大事で、②の一番下に記載するよりも、

一番上に書いたらいいし、そういう場所になるといいなと思います。 

  ちょっとエピソード的な話をしますが、この間、３月11日には、いろんなところで

行事もありましたから、あちこちどんな感じかなと思って見に行ったりしたんですけれ

ども、１つ印象的だったのは、みんながちっちゃい子を連れてきているんです。すごく

あちこちに赤ちゃんもいるし、本当にちっちゃい子、震災を多分経験していないような

子もいっぱいいて、ああいう３月11日に何かあるときに、子供を連れていこうと何と

なく思うというのがずっと言っている災害文化だと思うんですよ。 

  何となく見せておこうかなと思う、一人一人はそんなに強く意識したわけじゃないけ

れども、行くことが大事なので、例えばこの複合施設も、子供が退屈そうにしているか

ら、どこか行かなきゃいけないから、とりあえず青葉山に行くかというふうにして、天

気がよかったら追廻でたこ揚げをしたり、今日はこっちでピアノ触ってみるかみたいな

ふうにして、何か特段の用事がないけれども来る、いてもいい、行くとまあまあ面白く

て、いられるみたいな場所であるということは多分本質的に大事なことで、恐らく音楽

にとってもそうした構えというのが必要だと思うので、そうした建物にするぞというこ

とは大きくうたってあるといいんじゃないかなと思います。それが「創造の広場」とい

うこととつながってくるだろうというので、ここ本当に大事です。 

それから、少し各論ですけれども、次の３ページの多目的、多用途利用といって、②

のところですね。多目的カンファレンスホールやミーティングルームなどは、どんどん

複合していけますよというふうになっていますけれども、恐らく、メモリアル拠点でや

るいろんなワークショップの部屋なんかは、結構散らかしたり、そのままにしておかな

きゃいけない、１週間ぐらいとか、そういう活動があると思うので、一定の専用のスペ

ースがないとやっぱり回せないかなと思いました。スペックの高い部屋は要らないです

けれども、専用のスペースがある程度要るということがあるなというのが２つ目です。 

  それから次のページのエリア構成イメージというダイヤグラムがありますけれども、

これはお客さん目線で書いてあるので、これでいいと思いますが、裏がつながっていな

いといけないので、ホールとか活動エリアのところで、車がすぐにつけられるとか、裏

回りのところで一体になるということが必要で、コンサートのためにトラックがいっぱ

い来ますよというお話も書かれていましたが、裏のスペースは結構でかいのが要るとい

うのを覚悟しておかないと、どうしてもやっぱり裏は詰め詰めになりがちですけれども、

そうすると使い勝手を下げてしまうし、できることが減るので、どのぐらいがいいかと

いうのはこれから議論だと思いますけれども、すごく大事だというのを、何かここのダ

イヤグラムを書く時点でも、裏がたっぷりあると、そういう懐がありますよということ
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は示しておくべきかなというふうに思いました。 

  それから、これも先ほど議論があったところですけれども、本杉先生が言われた、あ

ちこちに「大型モニター」が設置されていますけれども、想像すると、大型ビジョンと

か、ばっちり作り込まれた展示物がびしっと置かれていて、何かお客さんがそれをひと

しきり見て帰るという活動イメージがあるので、大型ビジョンをあちこちに置きましょ

うという空間像になっているんだと思います。 

  むしろ、施設側から提供するコンテンツを見せるというよりは、映像そのものを作り

に来るとか、生の素材を持ち寄ってそれについて話すとか、そういうことをやる場なの

で、ばっちり出来上がったものを見てもらうというよりは、そういう作業スペースなん

だというイメージに寄せたほうがいいんじゃないかなと思います。あちこちに大型ビジ

ョンがあると書いているところに、ほかの施設とは違うぞという感じがしましたので、

そこも申し上げておきます。 

  それに関わることで、先ほど梶委員が水場が要りますよとおっしゃったのは僕も同感

で、ワークショップのスペースとか、あと特にメモリアルに関わることでは、一緒に食

べるということはものすごく大事なことなので、みんなで使えるキッチンがあるスペー

スは必要だと思います。それがどのぐらいの規模かということはありますけれども、み

んなで何か作って食べてみる、簡単に言えば、非常食をみんなで食べてみる会をやると

か、そういうようなことがあるといいし、活動の中にキッチンを使いたいというのが必

ずあると思いますので、キッチンのあるワークスペースを取るというのはぜひお願いし

たいなと思います。 

  それから、11ページにクワイエットスペースというのがあります。以前、こういう

スペースが要りますと申し上げたので、少しイメージを説明したいと思いますけれども、

今日冒頭から言っていることですが、みんなが気軽に来られて楽しい施設なんだけれど

も、東日本大震災があって造る施設だから、そこにはちょっと特別なスペースがあって、

子供を連れてきていいんだけれども、ここに入ったらちょっと静かにしようと子供が自

分で思うような特別な場所があって、行ったら、例えば亡くなった家族のことを考えた

りするようなスペースがある。ふだんはオープンになっていてもいいけれども、何かの

ときには少し閉じたりもできるような、少し空気が違う場所をちゃんと持っておくとい

うことが必要で、この施設にとっての特徴的なスペース、シンボルという言い方は確か

に強いと思いますけれども、この施設だからある、あるいはこのクワイエットスペース

があるということで、いつもはあまり意識していないけれども、そういう特別なスペー

スなんだということを感じられるような仕立て、これはうまく説明さえすれば建築家が

すごく頑張るスペースだと思いますので、そういうような場所を用意しておくというこ

とが必要かなと思っております。ちゃんと確保していただけるのはありがたいと思いま

す。 

  あと、管理運営のところで、様々なＰＦＩのところとかは、今日はいろいろあり得ま

すということがメニューとして書かれているだけですので、これからということだとい

うふうに理解をしました。 

  続いて、４ページに館長２人なのかみたいなのも図がありますね。どちらもあり得る

と思いますし、一長一短あるんだと思いますが、一つメモリアル側でいうと、荒井のメ
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モリアル館とか荒浜小学校が既にありますので、これとどういう運営でやるのかという

ことはとても大事で、この建物としての一体性に寄り過ぎると、荒浜小とかは、それは

それでやってくれという話になるのかということもありますし、荒浜小学校などとリン

クして一体で運営するべきじゃないですか、いろんなことをやるんならば、どのぐらい

の切れ目をつけるかは別として。何かそこのところと、この音楽ホールと館として一体

であるということと、ちょっとオーバーラップしていますので、そこの整理が必要で、

この４ページのところの説明の中にメモ館や荒浜小学校のことがあまり表れてこないの

はちょっと心配なので、何かそこをどうするかということも同時に検討していただかな

いといけないかなと思いました。以上です。ありがとうございます。 

 

○郡市長 

 ありがとうございます。そのほかには。 

  では、本杉委員、お願いします。 

 

○本杉委員 

 資料５－１のほうで少しコメントしたいと思うんですが、今までＰＦＩの話が出てい

たんですけれども、私も、ＰＦＩの持っている良さというのは、ここに書いてある財政

負担の平準化ということで、それはそれとしてすごく意義があると思うんです。ただ、

やっぱりさっき垣内委員もおっしゃったように、提案者側、準備する側の発注者側にも

すごく膨大な作業量が出てきますけれども、今度、提案者側も非常に大きな多大な作業

をしなきゃならなくて、作業量が非常に多くなるものですから、そしてチームで応募す

ることになるので、応募者がどうしても多くないんですね。５つもあるということはま

ずないので、３つあればすごく多いくらいで、場合によったら１つ、最悪はゼロという

こともあります。ですから、そういった意味では、選択肢がちょっと狭められてしまう

というのがやっぱりＰＦＩの難しさじゃないかなと思います。 

  もちろんコストがある程度意識されるので、逆に提案者からすると今度はコスト意識

が強くなって、足して２で割るというような言い方を垣内さんはされましたけれども、

そういった新しいことよりも確実なこと、コストが確実に収まることというふうになり

がちじゃないかなと思います。特に昨今は建設物価が非常に不安定なので、不安定とい

うか高止まりなので、その傾向が強くなってきてしまうように思います。ですから、で

きればそうじゃない方式のほうがいいなと。 

  ここでは従来型と２つしか出ていませんけれども、そのほかにも設計施工が一貫して

やるデザインビルド、ＤＢとか、あるいは施工者を早く決めていくというＥＣＩとかと

いうのもあります。設計そのものはなるべく設計事務所がやって、施工はまた別でとい

うほうがもちろんいいんじゃないかなと思いますが、どの段階から施工者に入ってもら

うか、あるいは協力を得るかということは検討してもいいんじゃないかなと思います。

そうすることによって、やっぱりコストというのは、当然、行政も意識されていると思

いますので、どういう方式で行うのかはあるとしても、ＰＦＩよりかはいいんじゃない

かなというふうに思います。 

  メディアテークのような、ああいうオープンなコンペというのはとても魅力的で、建
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築側からすると、ああいう競争が行われて、新しいアイデアが出て、建築的にもアイデ

アが出てくる。世界中から応募があるという、メディアテークの場合、230ぐらいあっ

たんですかね、応募が。申込みは1,000以上あったと思いますが、そういうような大き

な盛り上がりを見せるという点ではとても重要です。ただ、やっぱりご心配されるよう

なこともあるかと思いますので、どの辺がいいのかというのはぜひ検討していかれると

いいなというふうに思います。やっぱり大事なのは審査員なので、選ぶ人をいい人を選

ぶというのが一番大事なことじゃないかなと思います。 

  それからもう一点、組織運営体制のほうで、パターン２がいいんじゃないという梶委

員のお話は私もそうかなと思います。館長の下にそれぞれの運営を担当する責任者の方

がやっぱりいる必要があって、そういう人をできるだけ早い段階で見つけて、関わって

もらうということなんだと思いますけれども、同時に、そういうトップの人だけじゃな

くて、もうちょっと管理職的な人もできるだけ早く決めておくということが大事で、そ

れを指定管理だとなかなかやりにくいという点はあるのかと思いますけれども、とても

重要なことじゃないかなと思います。 

  というのは、やはり設計段階で決めていくときに、実際に使う人がいない中で大抵の

場合決められていくわけで、出来上がってから、あるいは工事中になってから、あるい

は、しかも工事の終わり頃になってからようやく運営者が決まってくるとなると、あれ

をこうしてほしい、これをこうしてほしいとかと言われても、もうできないような状況

が多々あります。私たちが設計したり計画したりする場合でも、なるべくそういった責

任者の方は、プロデューサーとか芸術監督とか、あるいは技術的な分野でも同じなんで

すけれども、技術的なリーダーになっていくような人は、ある早い段階で設計なり工事

に関与できる体制をつくっていただくのがいいなというふうに思います。 

  今、舞台技術も非常に技術革新がすごい進んでいます。しかしながら、やっぱり日本

の多目的ホールの貸しホール中心の運営でいくと、技術者はどうしても日々の毎日の作

業に追われてしまって、保守的な思考になってしまいます。日本の多目的ホールで働く

技術分野の人は、世界的から見るとちょっと創造活動に関わるチャンスが少ないので、

どうしてもデジタルな思考よりもアナログな思考で機器を選びがちなんですね。そうい

うことをしていると、結局、世界の趨勢からどんどん取り残されてしまうということに

なっていきますので、そういった意味でも、技術の人に早く入ってもらうということ。 

  それからまた、仙台市にはホールが幾つかありますので、仙台市だけじゃなくて東北

全体でもいいし日本全体でもいいんですが、そういう人が動くような組織の在り方みた

いなものをつくっていただくといいなと思うんですね。なかなか劇場分野のホールの人

たちというのは、結構上のほうの人たちは動いている人いるんですが、そうじゃないス

タッフクラスになると、もうそこの仕事場についたらそこでずっといるというようなこ

とになってしまって、どうしても新しい技術を習得する、ほかの施設ではこういうこと

をしているという、そういう学ぶ場というのが制限されがちなので、いろいろなところ

に行って、いろいろな運営や技術に関わるチャンスがあると、やっぱり人は伸びていく

ので、そういう点からも運営と人の関係は考えていただけるといいなと思います。 

  以上です。 
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○郡市長 

 ありがとうございます。 

  時間が、まだ議論は尽きないのですけれども、予定の時間になってしまっているとこ

ろでございます。一通り皆様方からご意見頂戴したところでございます。具体的な姿が

だんだん明確になってきてうれしいなというふうにも思いながら、皆様方のご意見も聞

かせていただいたところでございます。 

  いろいろとやり取り、まだお話もっとあったんだけれどもという委員の先生いらっし

ゃれば、事務局のほうに後ほどご意見をお寄せいただければと思います。それらも整理

しまして、また次回に出させていただきたいと思います。 

  次回は基本構想の中間案についてご議論もいただきたいというふうに考えておりまし

て、ぜひ引き続きよろしくお願いを申し上げます。 

  貴重なご意見賜りまして本当にありがとうございます。まだ少し足りなかったなとい

う先生方いらっしゃったかもしれませんけれども、ぜひメールのほうで、やり取りして

いただきますようにお願い申し上げて、進行を私から事務局のほうに戻したいと思いま

す。本当にありがとうございました。 

 

○司会 

 委員の皆様、どうもありがとうございました。 

  次回の懇話会でございますが、４月中旬の開催を予定しております。 

  それでは、以上をもちまして、第４回国際センター駅北地区複合施設基本構想に関す

る懇話会を終了いたします。 

  本日は誠にありがとうございました。 

                                     

                                    了 


